
序章

Interarchy は、そのインターフェイスを外観、機能ともに自由にカスタマイズすることが可能です。
Interface はこれを達成するための方法です。　あなたは、ボタンが使用できるかどうか、そしてそれらの
役割と設置位置を決定するInterface の目に見える外観を指定することが可能です。　これは楽しいだけで
はなく、役に立ちます。　というのは、一つの Interface 内に関連したインターネット操作や URL をまと
めることができるからです -- あなたに最適な Interface を選ぶか、既存のものに見当たらない場合は自作
することが可能です。

Interface を作成するには、最もよく使用するコマンドと、最もしばしば利用するサーバ、ディレクトリ、そ
してサービスを選びます。　それからそれらを一つのInterface に集めます。　または、Interarchy は一度
に複数の Interface を使用できるので、お望みなら何個かの Interface を作成して下さい。

Interface はあなた（または他のInterarchy ユーザ）が構築した特殊なウィンドウと考えて下さい。　一度、
Interface が完成し起動されると、Interarchy は常時それを表示し、あなたはシングルクリックで数多くの
インターネット操作を実行することができます。

Interface って何？

Interface は独自のフォーマットを持つテクニカルなMacintosh ファイルです。　それぞれのInterface は
幾つもの画像、ボタン、そしてURL を内包します。　Interarchy は、これらのファイルを読み込んで、そ
れらの部品を指令パネルとして機能する特別なインターフェイスウィンドウを表示するために使用します。
　あなたは‘Interfaces’とも呼ばれる、これらのウィンドウを通して Interarchy を運用するのです。

Interface Builder って何？

そして Interarchy Interface Builder  は何の役に立つの？　Interface ファイルをツールなしで作成す
るのは不可能ではありませんが、殆どの人々にとっては辟易する作業でしょう。　Interarchy Interface
Builder  は Interface を視覚的に、他のMacintosh アプリケーションを使うのと同じく容易に作成するた
めのツールです。

Interarchy Interface Builder  を使用してあなた独自の Interarchy 用の Interface を簡単に作成でき
ます。　Interarchy Interface Builder  は Interface の構築と変更を可能にします -- あらゆるサイズと
形状の独自画像の読み込み、ボタンの追加と除去、それらの位置の自由な変更、それぞれのボタンが実行す
るコマンドの指定、が可能です。

完成したら、あなたの作品をInterarchy サイトにある特別エリアで公開することができます。　それに他
の人達が作成した Interface を手に入れて使用する事も可能です。



でも、簡単なの？

はい！　なぜ Interarchy Interface Builder がそんなに使いやすいかって？　それは、Interarchy が
するのと同じように表示しながら Interface を視覚的にシミュレートするからです。　これは、作業結果
を逐次、直ちに確認することを可能にします。　つまりInterface をInterarchy で読み込んでテストし、ま
た Interarchy Interface Builder  に戻って変更することを繰り返す必要はありません。

Interarchy Interface Builder  が唯一できないのは、あなたのために Interface をデザインすることで
す。　これに関しては残念です (^_^
_________________________________________________________________________

Interface とメニュー

Interface の動作

最初の起動時に Interarchy Interface Builder  は Interarchy:Custom Interfaces:Interface
Folder:  内で、Work Interface という名のファイルを探して自動的に開きます；Interface Builder は
Interface Folder  が存在しない場合は自動的にこれを作成します。　その後は最後に作業したファイル
を記憶して、 Interarchy Interface Builder  の毎起動時にそれを開きます。　同じ Interface で作業す
る限り、 Interarchy Interface Builder  をただ開くだけで、直ちに中断していた作業が再開されます。
　別の Interface で作業したいと思えば、Interarchy Interface Builder  に読み込むだけで、自動的に
それが新しい作業用 Interface  となります。

もし、移動されたために作業用 Interface  が見つからない場合、Interarchy Interface Builder  は不
平を言わずに、ただ他のものを開くのを待ちます。

Interarchy メニュー

通常Interarchy はInterface とその他のファイルを（Interarchy のHome メニューから簡単にアクセス可
能な）システムフォルダ:初期設定:Interarchy:Home Items  内に保持します。
（: ←半角コロンはパスを示します、ポー太）

Interarchy Interface Builder  は、これとよく似たメニュー、Interarchy、を提供します。　これは、
システムフォルダ:初期設定:Interarchy: とその（Home Items:  を含む）サブフォルダ内の全ての In-
terface とフォルダをリスト表示します。　このメニューから Interface を選択すると、Interarchy In-
terface Builder  でそれを開きます。　Interarchy:Home Items フォルダ を指定すると、直ちにこ
のフォルダをFinder で開きます。　これは Interarchy の Home:Home Items フォルダメニューを指定す
るのと全く同じです。　それに加えて便利なことに、Shift キーを押しながら Interarchy メニューから
Interface を選んだ場合、それは Interarchy Interface Builder  の代わりに Interarchy で開かれて、
Interarchy Interface Builder  はそれを新規の作業用 Interface  にはしません。

また、Interarchy メニューはフォルダの再スキャンと、Finder  上でフォルダを開くオプションを提供
します。　メニューは、“Home Items フォルダ内のみを表示”と“Interarchy フォルダ内の全て
を表示”に交互に切り替わり、 Home Items  フォルダとそのサブフォルダ内の Interface のみを表示す
るか、全ての Interarchy ファイル機構内の Interface を全部表示するかを選ぶことが可能です。



作業フォルダメニュー

あなたの作業フォルダは、Interarchy Interface Builder  自身のフォルダとその中に存在する全ての
フォルダです。　 これは Home Items  フォルダとよく似た、しかし Home Items  フォルダに入れる準
備がまだできていない Interface 用のフォルダです。　Interarchy Interface Builder  は Interface が
このスペースに保存されると予想します。　Interarchy のパッケージには、あなたが全てのInterface を便
利にまとめておけるように Interface Folder  が用意されています。　アクセスに便利なように、作業フォ
ルダ:Interface Folder  を指定すると、直ちにこのフォルダをFinder で開きます。

作業フォルダで見つかった全ての Interface は作業フォルダメニュー内にリスト表示されるので、どれで
も簡単に開くことが可能です。　それに加えて便利なことに、Shift キーを押しながら作業フォルダメ
ニューから Interface を選んだ場合、それは Interarchy Interface Builder  の代わりに Interarchy で
開かれて、 Interarchy Interface Builder  は次回の起動まで自動的にそれを開くことはしません。　作
業フォルダメニューはInterarchy のHome メニューとよく似ていますが、これは完成したInterface 用の
Home Items  フォルダ及び Home メニューとは対照的に制作途中の Interface を置いておくためのもの
です。　メニューは、“Interface  フォルダ内のみを表示” と“作業フォルダ内の全てを表示” に交
互に切り替わり、 Interface Folder とそのサブフォルダ内の Interface のみを表示するか、全ての
Interarchy Interface Builder  ファイル機構内の Interface を全部表示するかを選ぶことが可能です。

もし、Interface が多量にあって、作業フォルダメニューにそれらの全てを表示したくない場合は、任意の
名前のフォルダを作成して、その名前をこのように半角丸括弧でくくります：‘(その他の Interfaces)’。
　括弧でくくられたフォルダ内の Interface は作業フォルダメニューには現れません。

また、作業フォルダメニューはフォルダの再スキャンと、Finder 上でフォルダを開くオプションを提供
します。

よくある質問：Interarchy は何かInterface を持ってリリースされたの？　それらは、どこで見つかるの？



Interface の構成

Interface PICTs

Interface の作成には、５枚のPICT 画像（アイドル、マウスオーバー、マウスダウン、背面、そしてマ
スク）が必要です。　それぞれは、以下のPICT パネルセクションで説明される特定の目的を持っています。

PICTs は、それらがもたらす視認性と楽しさの点で非常に重要ですが、Interface で能動的な役目は果たし
ません。　Interface は、マウスでクリックする場所を表示するのとポインタがボタンの上にあるかを知ら
せるのに画像を利用しますが、その他には使用しません。

マスクの使用

Interface での PICT は常に矩形内に描画、表示されます。　しかし、マスクを使用すれば Interface を規
定外で面白い形状に作成することが可能です。

Multi Interface  は、この仕組みを実際に説明してくれます（Interarchy 3.8 にはMulti Wand として添
付されていますが、4.0 には付属していないようです：ポー太）。　そのマスクを見ると：黒色の部分は、そ
れぞれ対応した画像部分をInterarchy において可視にしていることが分かるでしょう。　そして白色の部
分は、それぞれ対応した部分を Interarchy において不可視にしています。

注意：マスクはInterarchy においてのみInterface に影響を与えます。　Interface Builder は常にPICT を
全て表示します。

シミュレーションモード で
のInterface Builder のメイン
ウィンドウ



Interface アイテム

アイテムは Interface の能動的な構成部品です。　アイテムには３種類あります：
ボタン（任意の数）
　　　クリックされると、Interarchy に指令（URL）を送ります。
URL（一つ以下）
　　もし存在すれば、テキスト入力を受け入れます。
記述（一つ以下）
　　もし存在すれば、現在マウスの下にあるボタンの記述内容を表示します。

アイテムの作成または編集時に 種別ポップアップで、そのアイテムがボタンか URL か記述かを知ること
ができます。

Interface 内では（常識範囲内で）幾らでもボタンを使用できます。　また最大で、一つの URL と一つの
記述を設置できますが、これは必ずしも必要ではありません。

Interface アイテムはボタンパネルで操作します。

パネル

全ての Interface 作成作業は単独の操作ウィンドウで生み出されます。

幾つかのパネルタイプが存在します：
一つのシミュレーションパネル
これは Interface が動作する様子（マウスオーバー、マウスクリック）をシミュレートし、またボタ
ンを使って Interarchy に送る指令の作成ができます。

一つのボタンパネル
　　　ここで、アイテムの作成、移動、サイズ変更、そして削除ができます。

五つのPICT パネル
　　　Interface を構成する複数の画像を表示します。

パネルは、ウィンドウの左にあるタブをクリックするか、ショートカットで切り替わります。

キーボードショートカット

　■ スペースバーで、上の二つのモード（シミュレーションとボタン）と四つの PICT の最初（アイド
ル）を交互に切り替えます。
　■ タブキーで、現在のグループ内の次のパネルに切り替えます（マスクPICT はスキップ）。



ツールパレット

ツールパレットは主要な操作用のボタンと二つのメッセージフィールドを保有します。

ツールパレットで、ボタンの上にマウスポインタを置くだけで、二番目のメッセージフィールドにそのボ
タンの説明を表示します。

シミュレーションまたはボタンモードでは、マウスが Interface ボタンの上に来ると、二番目のメッセー
ジフィールドにボタン番号が表示されます。　ボタンモードでは、一番目のメッセージフィールドにマウ
スの下にあるボタンに関連したURL（指令）とコメントが表示されます。

ツールパレットは、メインウィンドウの上部に貼り付けることができます：もし、このオプションがオン
になっていると、メインウィンドウを移動する毎にツールパレットは追随して、メインウィンドウのタイ
トルバーに引っ付いたままになります。

　 　Interface Builder の‘追随’ボタン

Interface の有効化

簡易テストの実行

Interarchy で Interface を簡単にテストするには、Sift キーを押しながら作業フォルダメニューまたは
Interarchy メニューからそれを選びます。　これで、あなたがそのInterface を閉じるか Interarchy を終
了するまで、それはInterarchy で開かれます。　こうすることで、テストと修正のために最終的な改良を
素早く簡単に加えます。　Interface Builder に戻るには、Interarchy から設定:Interface を編集を選びま
す。

新規の Interface の用意ができたら

Interface の用意ができたら、Interarchy の起動時にそれを常時自動的に読み込ますことができます。

システムフォルダ:初期設定:Interarchy:Startup Items:  に、その Interface のエイリアスを作成す
ると Interarchy は起動時にいつもそれを開きます。

Interface Builder の
ツールパレット



PICT パネル

それぞれのパネルは Interface で使用する画像の内の一つを表示します

アイドル
アイドル状態（何も外的影響を受けていない状態）での画像です

マウスオーバー
全てのボタンが‘停空’モード（マウスポインタがボタン上にあるが、押されていない状態）で
のウィンドウ画像

マウスダウン
全てのボタンが押し込まれた状態のウィンドウ画像

背面
バックグラウンドにある時のウィンドウ画像

マスク
この‘ピクチャー’は透過に使用されます -- マスクの黒色のピクセルにおいては、対応する画
像のピクセルは表示され；白色のピクセルにおいては、対応する画像のピクセルは無視されます。
このように Interface の一部分を‘切り抜く’ことで、どのような背景でも表示したり、不定形
の縁を作成して四角くないInterface を作り出すことができます。　デフォルトのInterface は、
丸いエッジのために白色の角を持つマスクを使用しています。

Interface サイズの決定

アイドル状態のPICT が Interface のサイズを決定します。　その他のPICT はそれに従って拡大／縮小さ
れます。　ただ、マスクのPICT は Interface の表示サイズと形状を決定するのでサイズ変更されることは
ありません。

殆どの Interface においては、それぞれのPICT は同じサイズでしょう。　でも、これは必ずしも必要では
ありません；これがより簡単なだけです -- ；違ったやり方もアリです (^_^
あなたに便利なように、Interarchy Interface Builder  はアイドル状態と異なるサイズのPICT を使用
しようとする度に警告を表示しますが、無視することも可能です。

Interarchy Interface Builder  のウィンドウは、パネルコントロールに必要な最低限の大きさは保ちな
がら、アイドル PICT のサイズに自動的に調整されます。

コピー／ペーストと PICT の読み込み

パネルは、グラフィックソフトとの間で、パネル同士で、またインターフェイス間で、相互にコピー／ペー
ストで簡単に入れ替えることができます。
利用したい PICT ファイルがあれば、ファイルメニュー:PICT を読み込む  を使ってそれらの読み込みが
可能です。



PICT 操作での複数回の取り消し

Interarchy Interface Builder  は 10 回までのPICT 操作の取り消しを提供します（充分なメモリがあ
る場合）。　これは、例えば、Interface で各 PICT を二度ずつ取り換えてもまだ最初の状態に取り消して
戻れると言うことを意味します。　もし、あなたが非常に大きなInterface を作成しているなら、全ての取
り消しを使用するには、Interarchy Interface Builder への割り当てメモリを増やす必要があるでしょ
う。

重要な注意：PICT 操作の取り消しはPICT パネルでのみ動作します！　シミュレーションやボタンパネル
では、PICT 操作の取り消しは使用できません。　PICT 操作の取り消しを使用するには PICT を一つ選択
して下さい。

ボタンパネル

このパネルは項目の殆どがボタンなので“ボタン”という名前ですが、実際は全てのアイテムタイプ（ボタ
ン、URL 、記述）を管理できます。

これは、アイテムの作成、削除、位置決め、そしてサイズ変更のなされる場所です。

アイテムの作成と削除

新規に Interarchy のアイテムを作成するには、対応するパレットボタンをクリックします。　新規アイテ
ムのサイズと位置は、現在選択されているアイテムか、または（何も選択されていない場合は）以前作成さ
れたアイテムに基づきます。　もし、あなたがデザインしたInterface が非常に小さい場合は、Interarchy
Interface Builder  が適切なサイズと位置を設定するのを助けるために、既存のアイテムを選択してから
新規のものを作成することをお薦めします。

一つのアイテム、またはアイテムグループを削除するには、選択ボタンを削除ボタンをクリックします。

アイテムの移動とサイズ変更

アイテムは“ハンドル”（画像処理ソフトでよく知られた並んだ8 個の小さな四角形）のドラッグ、または
キーボードの矢印キーで操作することができます：
■ 矢印キーで移動
■ Shift + 矢印キーで高速移動

Interface Builder はボタンの枠を表示します。
参考：Option  キーを押すと、全ての枠に連番が表
示されて参照に便利です。



■ Command + 矢印キーでサイズ変更
■ Command + Shift + 矢印キーで高速サイズ変更

キーボードではマウスよりも、きめの細かいコントロールが可能です。　精密な作業ではハンドルを不可視
にできます：これは、1 ピクセルの精度でアイテム矩形を背景PICT に配置することを可能にします。

アイテムの選択

■ アイテムの外からドラッグすると、そのドラッグ領域内に囲まれたアイテムが選択されます。
■ アイテムの外から Command キーを押しながらドラッグ すると、そのドラッグ領域内に掛かっ
た全てのアイテムが選択されます。
■ Shift キーを押しながらクリック すると、アイテムの選択を追加／解除します；これは複数のア
イテムをドラッグで囲むときにも適用されます。

アイテムの不可視オプション

下にあるPICT のカラーとコントラストにアイテムの外枠を適応させることで、その矩形の視認性を良くす
るための幾つかのオプションが使用可能です。　合わせて、それらは多くの表示組み合わせを提供します：
■ アイテムの枠は、アウトラインカラーを変更ボタン をクリックすることで変更可能なカラーで縁
取られます。　これは、オプションメニューから直接指定することができます。
■ ハンドルのカラーもまたカスタマイズ可能です。
■ ボタンパネルで PICT を隠す：PICT の彩度がとても高い場合、カラー枠で縁取っているにも関わ
らずアイテム矩形が見にくくなります。　PICT を隠すボタンをクリックして、一時的にPICT を隠
すことが可能です。
■ 視認性をより良くする：Control キーを押すと一時的にアイテム矩形を暗くして、より見やすく
します。
■ Option キーを押すと、アイテム番号を表示します。

ハンドルの操作では、視認性とカラーの設定がまだ三つあります（オプションメニュー、キーボードショー
トカットは Command + H）：
同一のカラー、太いアウトライン
通常の太さのアウトラインおよび、それと同じ色をアイテム矩形に使用

異なるカラー、細いアウトライン
別の対照的なカラーを使用する：これは、アウトラインとハンドルが重なるような非常に小さなアイ
テムに効果的です；また、細いアウトラインを使用します。

不可視、細いアウトライン
下にあるPICT にアイテムを整列するような細かい作業にとても便利です；また、細いアウトラインを
使用します。

複数のアイテムの移動とサイズ変更を一度に行えます。　複数アイテムのサイズ変更をするとき、最後に選
択されたアイテムはハンドルを表示していて、単独にサイズ変更されます；その後、他の選択中のアイテム
に同じ絶対的（相対的ではなく）サイズ変更が適応されます。　全ての場合、アイテムはInterface の範囲
を超えて移動またはサイズ変更をすることはできません。



アイテム操作の複数取り消し

全てのアイテム操作：移動、サイズ変更、整列、作成、そして削除は、32 回までの取り消しが可能です。

シミュレーションパネル

Interarchy Interface のシミュレート

このパネルは、あなたの作業結果を表示します：これは、マウスクリックやボタン上での‘停空’操作に対
応した目に見える反応を伴うことを可能にしながら、実際のInterarchy Interface を（マスク効果／透過性
を除いて）厳密に再現します。　参考：背面状態のInterface（すなわち、Interarchy アプリケーションが
バックグラウンドにある時）は Interarchy Interface Builder  では‘シミュレート’されません。　
Interface が背面状態で、どのように見えるかは、背面パネルのPICT を参照して下さい。

アイテム情報の編集

アイテムのクリックは Interarchy がするようには、それを起動しません；代わりにアイテムの属性の編集
を可能にします。
種類
ボタン、URL または記述のどれか（URL-アイテムと、ボタン -アイテムのURL 属性の区別に注意）

フラグ
URL と記述では、フラグは整列を指定します：左辺、中心、または右辺

座標
アイテムを数値指定する方を好む人のための位置です。

ボタンはそれぞれ独自の属性セットを持っています：
記述
簡単な説明です

URL
nterarchy に送られる指令で、Interarchy スキームや他の種類のスキームを使用可能です。

フラグ
Interarchy 、ヘルパー、そして（ウィンドウの）閉鎖との何れかの組み合わせです。



アイテムでの警告

Interface はボタンを幾つでも（常識範囲内で）持つことができますが、必ず URL と記述は一つ以下でな
ければなりません。　これは、一つのURL アイテムを挿入したりそれを除去することはできるが、二つの
URL アイテムを挿入するこはできないということです。　そして、これは記述アイテムにも同様に言えま
す。
参考：もし、一つ以上の URL または記述が存在すれば、Interarchy Interface Builder  は警告を表
示します。このようなInterface は正常に動作しないので、保存する前に修正しなければなりません。　ど
のアイテムに間違いがあるか判らない場合でも、この修正はたやすくできます。　このような問題を簡単に
修正するために、重複している二つの範囲上に網かけパターンが描かれます。

重複ボタンを警告している、
Interface Builder の
ツールパレット

重複ボタンを警告している、Interface Builder

編集ウィンドウ内の種類およびフラグフィールドでは明示的で適切な値を持つポップアップメニューを使
用します。　しかし、数値を入力する必要がある場合は、Command + Option キーを押しながらアイ
テムをクリックすると、ポップアップメニューは代わりに数値を表示します。



あなたの作品にサインをする

Interface の作成と編集を終えた時（または、テストのため他人に渡す前）、アクション:Interface の署
名とバージョンであなたの作品にサインして下さい。　呼び出されたウィンドウで以下のバージョン情報
を入力できます：
■ バージョンナンバー
■ リリースタイプ：開発途上、アルファ、ベータ、またはファイナル
■ Finder  バージョン記述
■ サブタイトル（パッケージネームとも呼ばれる）

最後の二つのフィールドは Finder 情報ウィンドウ内に表示されます。

サブタイトル

バージョン
記述

Interface の Finder 情報ウィンドウ



スキーム

Interarchy Interface はURL を起動する特別なウィンドウです。　これらのURL は広範囲のインターネッ
ト操作と、Interarchy の殆どの内部操作も同様に遂行することが可能です。

URL の最初の部分は‘スキーム’と呼ばれ、どのプログラムがURL を処理するのかをコントロールし、そ
してそれが何をするかを明らかにします。　インターネットコントロールパネルはどのスキームがどのプロ
グラムを呼び出すかの記録を保持していますが、特定のプログラムはこれらのマッピングを使用しないかも
知れません。

Interarchy は以下の URL スキームを全て取り扱えます。　指名されると、これら全てを引き受けますが、
http だけは通常Web ブラウザを指定するので除きます
■ bbftp
■ dns (ドメイン参照)
■ finger
■ icedit -- インターネットコントロールパネル設定の編集
■ interarchy
■ netsearch
■ ping (ICMP でテスト)
■ tcpecho (TCP でテスト)
■ traceroute (ルート追跡)
■ whois
■ udpecho (UDP でテスト)
■ ftp
■ interarchy (特別、以下を参照)
■ http (デフォルトで Interarchy に割り当てられていない)

interarchy: (単独の半角コロン) は Home Items  内の特別なファイルを開きます。　以下の内部機能と
ウィンドウには interarchy :: (コロン二つ) でアクセスできます：
■ interarchy::web interarchy::http == interarchy::httplist
■ interarchy::httpdownload
■ interarchy::httpmirrordownload
■ interarchy::ftp == interarchy::ftplist
■ interarchy::ftpdownload
■ interarchy::ftpupload
■ interarchy::ftpmirrorupload
■ interarchy::netsearch
■ interarchy::home
■ interarchy::history
■ interarchy::finger
■ interarchy::whois
■ interarchy::report
■ interarchy::status
■ interarchy::connections
■ interarchy::traffic



■ interarchy::dns
■ interarchy::traceroute
■ interarchy::ping
■ interarchy::tcpecho
■ interarchy::udpecho
■ interarchy::transcript
■ interarchy::interface (4.0での新機能：もし Interface が最前面にある場合、Interface Builder
を起動してそれを開く)

環境設定

全ての継続的な指定は自動的に初期設定ファイル：システムフォルダ:初期設定:Interarchy:
Interarchy Builder Prefs に保存されます。　もし、初期設定ファイルが存在しなければ作成されま
す。

もし、旧い初期設定ファイル（すなわち、旧バージョン番号を持つ）が見つかったら、警告なしにそれの
内容は新しい形式のデフォルト設定で置き換えられます。　あなたは、作業する Interface  も含めて環
境設定を再度指定する必要があります。

よくある質問

Interarchy は何か Interface を持ってリリースされたの？　それらは、どこで見つかるの？

はい、されました。　それらには、作業フォルダと Interarchy メニューからアクセスできます。　全て
のバンドルされた Interface はここにリストされます -- どれかを選ぶだけで開きます。

もし、Finder からそれらを直に操作したいのなら、Interarchy を（必要な場合）起動して Home:Home
Items フォルダ項目を選びます。　これで Interarchy が自分自身の Interface を保持しているフォルダ
が開きます。　Interface を Home Items  から作業フォルダへ作業用のコピーを取ります。　あなたの
新しい作品が用意できたら、それを Interarchy で使用するために Home Items  フォルダに戻します。

また、http://interface.interarchy.com/ で多くの Interface を見つけることができます。



更新箇所：Interarchy とのシームレスな統合

この機能は、Interface に加えられた全ての変更を保ちながら Interarchy と Interface Builder とをシング
ルクリックまたはメニューコマンドによって相互に切り替えることを、双方向に容易にします。

Interarchy から Interface Builder へ

Interarchy からは、最前面の Interface を Interface Builder で開くために 諸設定:インターフェイスを編
集 を使用します。　変更後に Command + S  をタイプすると、直ちに Interarchy にその変更と共に戻り
ます。　こんなに簡単なことはないでしょう？

お望みなら、メニューコマンドと同じ働きをするInterface ボタンを作成することが可能です。　このボタ
ンは、メニューコマンドよりもマウスクリックの方を好む人々のため用です。　Interface Builder はこの
ボタンをあなたのために作成することもできます：ツールパレット上の“この Interface を編集”ボタ
ンを作成ボタンをクリックして、好きな場所に新しいボタンを設置して下さい。

参考：自動的に Interarchy に戻る機能はオプションです：あなたが暫くこの Interface 上の作業を続行し
たいと分かっている場合は、オプションメニューからファイルの保存時に Interarchy の表示を更新の
チェックを外します。　また、覚えておいて欲しいのは、このメニューアイテムはInterface をInterarchy
の諸設定:Interface を編集コマンドまたは同等のボタンから開いたときのみ使用でき、その他の場合は
グレー表示で使用できません。

Interface Builder から Interarchy へ

通常、Interface Builder のファイル:保存コマンドは、ただあなたの Interface を保存するだけです。　し
かしオプションで、いま保存したInterface をInterarchy で開くことができます。　これを遂行するには、
保存コマンド（またはツールパレットの保存ボタン）を使用する際に Shift ボタンを併用するだけです。
思い出せない場合は、ファイル:保存して Interarchy でテスト  も使用できます。

Interarchy Interface Builder  は Daniel Bondard bondard@tnuctip.com がデザインとプログラミン
グをしました。
©2000 Daniel Bondard and Stairways Software Pty Ltd
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